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多
に
・
し
て
軌
行
方
法
の
煩
磯
な
り
し
こ
ε
殆
ん
ご
蘭
代
に
其
比
を
晒
す
○
も

ε
よ
り
江
戸
幕
麻
が
邉
放
鯛
を
設
け
六
け
し
は
、
主
亡
し
て
前
代
の
遣
直
を

言
承
し
当
る
も
の
な
れ
ば
、
慶
元
便
法
煙
雲
三
和
打
績
き
て
、
魅
會
の
酊
目

畳
め
に
一
察
す
る
ミ
共
に
、
重
刑
の
如
き
、
前
代
の
泄
法
を
以
て
律
し
難
奇
、

も
の
あ
る
に
至
れ
り
。
さ
れ
ば
前
に
詔
書
吉
宗
．
中
頃
に
松
亭
豊
浜
、
最
後
、

に
水
野
忠
邦
出
で
・
各
々
追
放
刑
罰
の
不
適
鴬
な
る
を
認
め
て
こ
れ
が
改
膜

を
圏
れ
り
。
辣
に
水
野
老
中
は
此
刑
の
吹
腰
に
つ
き
て
最
も
考
慮
し
、
天
保
十

一一

N
｝
許
野
議
所
に
■
命
坤
し
て
・
、
一
追
放
刑
に
．
代
る
べ
斗
・
適
轡
田
な
る
刑
の
山
弔
鉦
舶
を
轡
｛
議

ぜ
・
し
め
、
而
も
評
定
所
の
答
申
が
追
放
刑
の
存
績
に
傾
く
や
、
更
に
評
定
灰
の

再
評
議
に
附
こ
、
星
各
自
共
意
見
を
遙
蓬
ぜ
・
し
め
大
い
に
考
究
す
る
瞑
れ
り
）

然
う
に
天
撮
＋
四
民
閏
九
月
忠
那
総
髪
を
罷
め
ら
れ
し
を
以
で
、
、
此
議
も
中

止
ぜ
ら
れ
、
追
放
刑
も
亦
御
定
書
の
規
定
の
搬
く
に
復
葱
ゼ
ら
れ
れ
り
。

抑
も
薦
挙
刑
の
衣
屡
が
江
戸
幕
府
の
常
局
に
考
量
ゼ
ら
れ
し
こ
三
四
に
止

ら
す
、
且
つ
討
議
の
委
曲
を
霧
…
ぜ
る
は
、
刑
油
の
秘
密
主
義
を
取
れ
乃
面
繋

に
於
い
て
這
這
の
事
ご
云
ふ
．
へ
・
し
。
〃
遣
放
蹴
川
の
譲
溜
止
甑
哩
着
は
油
雀
蛾
、
蝋
鵬
撫
四

諦
の
原
因
よ
り
栖
心
掛
岡
電
ろ
換
玉
川
を
求
め
・
し
に
で
、
、
　
”
鳥
山
出
張
に
添
ふ
。
へ
鴨
き
換
刑

ミ
し
て
は
犯
人
を
共
本
瓦
に
於
け
る
一
定
の
傷
所
に
拘
置
し
、
こ
れ
に
賦
役

を
強
制
す
る
一
糧
の
勢
役
誉
れ
る
寮
携
を
以
て
唯
一
の
も
の
ε
考
慮
ゼ
リ
。

追
放
刑
維
持
論
者
は
御
定
轡
の
魂
鎮
、
追
放
刑
の
必
要
、
追
放
刑
の
階
級
的

制
裁
ミ
こ
て
の
必
要
、
刑
罰
擁
の
基
礎
に
於
け
ろ
脅
嚇
主
義
、
等
を
以
て
共

第
四
號

一
八
二
　
（
七
四
七
）

斎
堂
ミ
電
ぜ
り
。

思
ふ
に
撃
放
刑
は
中
戸
晧
代
に
於
い
て
尚
ほ
刑
罰
ぐ
」
・
し
て
墨
守
の
蜜
効
を
墨

げ
》
…
得
べ
か
り
・
し
の
み
な
ら
す
御
定
漁
田
に
鰯
羅
ミ
・
し
て
載
ぜ
・
b
、
れ
、
　
こ
れ
を
改
塵

で
る
こ
亡
極
め
て
困
難
の
事
情
に
あ
ろ
ε
共
に
幕
府
の
立
法
、
司
法
の
當
局

の
多
く
も
、
主
義
上
、
雪
行
上
、
こ
れ
が
誠
意
に
置
き
し
を
以
て
追
放
刑
の

翼
置
添
田
残
は
こ
れ
を
酬
認
め
つ
Σ
も
江
戸
幕
由
肘
一
代
途
に
就
四
隅
腱
を
移
す
・
し
イ
、
終
…

れ
リ
ミ
曇
ふ
べ
・
し
。
〔
魚
澄
〕

　
　
　
虚
勢
肺
躍
懸
か
浄
い
い
紛
で
　
丈
學
博
士
内
藤
虎
次
鄭

へ
　
ヘ
　
へ
　
め

経
濟
論
叢
第
三
巻
第
一
〇
二
號
（
大
正
五
年
七
。
八
月
獲
行
）
に
掲
載
さ
れ
れ
る

も
の
な
り
。
支
那
近
世
の
舗
度
は
明
清
当
朝
を
蓮
ご
て
組
同
一
嫁
り
、
明
太

麗
洪
武
三
年
戸
部
に
毒
し
て
戸
籍
を
造
ら
・
し
め
し
も
、
當
玉
戸
ロ
の
調
査
は

輩
に
民
徽
を
知
ら
ん
ミ
す
る
に
遇
す
し
て
煮
ろ
賦
役
の
必
要
よ
り
毘
づ
。
洪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

武
十
四
年
一
同
廿
四
年
に
詔
・
し
で
誌
賦
役
班
を
二
割
り
・
し
も
…
弊
泥
引
は
籔
山
隅
・
し
、
麓
ハ
後

へ
　
る
　
へ
　
　
　
ぬ
　
ヘ
　
へ

十
段
錨
、
　
一
條
鞭
の
油
生
じ
萬
暦
以
後
一
般
に
通
行
さ
れ
明
初
に
比
む
て
共

徴
親
法
を
簡
易
に
、
且
新
馬
罪
し
め
六
り
、
洪
武
廿
六
年
に
は
人
口
六
千
王

十
四
口
無
鹸
、
嚇
禺
暦
六
年
に
■
は
山
ハ
千
・
山
ハ
十
九
鷺
尚
必
跡
な
り
ミ
普
口
へ
り
O
詫
塑
秘
賦
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
　
　
ゼ
　
　
も
　
　
め

の
法
は
皆
萬
暦
一
條
鞭
の
制
に
こ
て
、
れ
・
戸
口
調
査
の
ぬ
め
編
番
の
舗
を

立
て
主
ぐ
｝
し
て
丁
勲
を
壇
さ
ん
ぜ
す
。
さ
れ
ご
脹
熈
年
閤
に
於
け
る
、
編
審
の

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ

　
　
ヤ
　
ヘ
　
へ

加
弊
は
砧
鋲
山
ハ
鴻
の
…
齢
悪
全
照
照
に
㌦
も
輔
離
す
る
所
あ
り
焦
ハ
日
H
的
疑
る
人
丁
の
枷
貰
数
レ
μ

到
底
知
ら
れ
す
、
共
済
果
拡
櫃
治
以
來
康
熈
に
至
る
人
口
数
じ
表
ほ
れ
、
英
明



亀

な
る
康
娯
帝
賦
其
問
の
一
己
を
一
三
し
康
熈
五
十
｝
⑦
二
年
に
三
三
を
下
・
し

人
臓
の
實
藪
を
知
ら
ん
ミ
す
る
三
方
餓
電
示
・
し
れ
れ
．
ε
も
人
臓
の
禰
加
著
・
し

か
ら
す
（
嗣
五
十
二
年
二
洋
髪
百
六
十
二
瓶
鹸
，
雍
正
二
年
ご
千
四
百
八
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
む
　
ぬ
　
へ

玉
萬
絵
＞
n
乾
隆
五
年
、
更
に
保
甲
の
簡
に
直
り
戸
口
の
實
数
を
知
ら
ん
、
、
や
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
や
　
も
も
　
へ
　
ち

編
縦
法
は
全
く
空
曳
ぐ
」
寡
り
、
灰
謂
丁
燵
に
瞳
で
蓮
ろ
の
法
に
亡
て
直
言
制
、

の
攣
革
ほ
全
く
編
醤
の
制
を
無
意
義
な
ら
・
し
め
乾
隆
三
十
七
年
六
月
の
上
論

に
よ
り
同
廻
は
全
然
駿
さ
れ
、
箪
に
保
甲
の
報
皆
ド
よ
”
て
属
数
を
知
ろ
事

ミ
な
り
乾
醗
六
年
の
一
億
四
干
三
亘
二
＋
一
欝
絵
は
漸
次
増
蜘
し
同
廿
九
年

じ
は
二
億
五
百
五
十
九
叢
門
醗
ミ
な
り
し
も
帝
は
更
に
四
十
年
、
二
上
論
を
下
」

t
て
地
方
官
に
疋
確
慧
ろ
報
告
を
督
廟
…
さ
れ
五
十
七
年
じ
に
三
億
七
百
四
十

山ハ

ﾝ
餓
に
粘
逢
し
晒
馳
る
得
濾
な
り
・
し
が
鄭
く
、
帝
の
目
［
的
は
戸
臓
の
夕
影
を
示

し
百
代
に
隷
耀
冠
ん
ぐ
」
す
う
に
あ
瞬
て
霞
已
の
希
望
数
に
蓬
し
六
る
以
よ
敢

イ
、
督
翫
脚
ゼ
p
り
れ
“
ご
叫
し
な
り
Q
歳
ハ
後
成
陶
一
白
年
r
は
㎜
一
倍
恥
「
二
干
二
百
十
轟
ハ
鵠
尚

餓
に
上
頭
更
に
多
少
の
識
・
少
を
來
6
光
頭
十
三
年
に
は
優
に
四
億
萬
を
超
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
も
　
へ
　
も
　
な
　
へ

。
へ
・
し
e
支
那
に
於
け
る
人
口
薙
醐
に
は
註
（
邉
剰
を
塩
勘
ふ
る
マ
ル
サ
ス
主
義
の
如
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
へ
　
　
　
　
　
ぬ
　
ヘ
　
へ

き
も
の
殆
ん
ご
録
し
、
や
、
類
似
の
謙
論
は
李
綾
の
所
論
乾
隆
帯
五
＋
八
年

の
上
謙
な
り
ピ
て
本
稿
を
結
ぶ
O
〔
中
村
Ψ

桑

報

　
　
　
　
京
都
帝
國
大
黒
卒
業
謹
書
授
與
式
及
、

　
　
　
　
隻
學
科
卒
業
生

遷
都
帝
可
罰
學
に
於
て
嫉
去
七
月
十
三
賃
卒
業
一
書
田
荘
式
を
爆
行
・
し
．
各
科

卒
業
生
四
百
＋
三
名
F
卒
業
譲
書
を
授
角
し
れ
り
・
し
が
、
當
昼
ぼ
御
名
代
宮

良
愛
親
王
殿
下
御
臨
霧
み
ら
ぜ
ら
れ
、
二
子
從
石
山
基
陽
爲
よ
噸
優
等
卒
業
、

生
八
名
に
二
月
品
を
授
輿
ぜ
ら
れ
六
吟
。
當
文
科
大
沼
・
星
學
科
“
て
に
會
亘

今
村
孝
三
域
（
閥
酒
浸
轟
攻
）
「
二
宮
算
徳
の
學
説
及
び
事
業
ぞ
題
寸
る
論
丈

を
提
山
門
し
、
優
秀
の
成
綬
を
以
て
卒
業
ぜ
ら
れ
た
「
り
O
困
に
＾
曾
負
史
攣
科
學

生
古
墨
艮
一
氏
ぼ
同
H
を
以
て
次
學
年
特
待
一
生
に
選
定
ぜ
ら
れ
れ
り
。

　
　
　
　
ム
ロ
臨
品
口
㎜
厩
搭
其
頃
脚
…
關
四

宝
七
月
十
三
臼
京
都
帝
國
大
目
卒
業
謹
書
授
興
式
に
際
し
、
御
名
代
宮
殿
下

，
の
台
箆
に
供
こ
れ
ろ
も
の
・
目
錐
及
説
明
書
左
の
如
乙
。

　
一
　
観
音
寺
羽
書
、
　
　
　
　
　
　
近
江
國
栗
太
郡
観
音
寺
藏

槻
音
壽
に
秦
河
勝
の
開
墓
ミ
傳
ふ
る
古
刹
な
る
が
後
天
台
宗
達
な
り
織
工
信

長
の
薙
後
常
時
の
住
鋳
賢
珍
箏
試
着
秀
吉
に
力
親
し
て
画
門
再
興
の
輔
助
を

求
め
秀
吉
其
意
氣
に
感
じ
て
銭
壷
萬
貫
を
寄
附
厄
り
（
聾
臣
秀
吉
山
門
再
興

奉
撫
帳
）
こ
れ
よ
り
賢
珍
拭
秀
吉
に
用
ゐ
ら
れ
て
近
注
に
於
け
る
秀
吉
直
轄

勉
の
代
賞
ご
な
れ
り
Q
當
暗
秀
壱
が
賢
珍
に
宛
て
唐
る
金
子
請
取
駅
に
U
【
、
け

第
　
～
答
　
　
禦
　
報
　
　
京
都
帯
國
大
鷺
鵜
杉
驚
書
授
輿
式
帯
皮
転
科
機
業
生
。
台
親
鍵
及
興
訊
明
、
第
凶
號
叫
八
三
　
（
七
四
九
）


